
○

○ 独立・自営就農（自ら農業経営を開始）

雇用就農（農業法人等へ就職）

農業関係の学校出身

農業関係の仕事に従事

○ 家庭菜園程度 ９　就農後の自分以外の労働力

１０　農業を始める際に準備できる自己資金

１１　家族の状況

○ 配偶者なし

　　市町村名（　矢吹町　） ○ 子どもなし

３　就農（予定）時期 １２　（子どもがいる場合）人数・年齢

令和　８　年　　４　月頃　（年齢　　３０　　歳）

４　 就農時の農地の確保見込みの有無 １３　家族の同意

ない ○

○ ある　※下の該当に面積を記入（見込みを含）

水田 　a  　　　a  　　　a  １４　Ｒ８年度中に認定新規就農者になる意思

畑 　a  30　　　a  　　　a  

５　就農後の住居

現在の住居と同じ

○ 転居予定（住居確保済み） １５　これまでの就農相談状況

転居予定（住居未定）

６　就農後の栽培（予定）品目と面積 ○

面積 ○

10a

20a

７　目標売上高

400 万円／年 ○ なし

受講調書（記入例）

氏名　農短　良子   　

非農家

次の設問の該当する箇所に○を付け、必要事項を記入してください。

なお、未記入部分があっても、受講の選考に影響はありません。

１  農業の知識・経験等（複数選択可） ８　研修終了後の就農形態

両親が農家 親元就農（将来、親族の農業経営を継承）

両親は農家ではないが、祖父母が農家

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２　就農（予定）地

特に決めていない

農業体験程度

特にはない

その他（　　　　　　　　　　　　　　）

確保済みの面積 親などの農地 借　地 同意なし・協力なし

同意あり・協力あり

同意あり・協力なし

１６　宿泊希望

県農業経営・就農支援センター

就農してから５年後

相談していない

品目 品目を選定した理由 県農林事務所（農業振興普及部・普及所）

トマト JAが取り扱っているため

あり

長ネギ それほど手間がかからないため

各市町村・その他農業団体

あり　・　なし　・　わからない、未定

※定員を超える応募があった場合は、

「あり」の方を優先して受講者を決定します。

県農業総合センター農業短期大学校

　　　３００　万円　　　　

　　家族　ー　人　／　雇用　ー　人

配偶者あり

子どもあり

　ー　人（　　　歳、　　歳、　　歳、　　歳）


